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	第3節 維持管理に関する計画に反映する事項及びその内容

	・建築・プラント工事、既存施設解体工事の現場内では、必要に応じて散水、仮囲い、粉じん防止用のネットシートを設置するなど、粉じんの発生を防止する。
	・建設機械は排ガス対策型建設機械を極力使用する。
	・工事用車両等は指定された走行ルートを遵守させるとともに、走行時は規制速度を遵守するよう徹底する。
	降下ばいじんは、いずれの地点、季節も指標値を大きく下回っていた。
	　最大着地濃度出現地点及び大気質現地調査地点での予測結果は、いずれの項目についても環境基準等を下回ることから、生活環境保全上の目標を達成できる。
	(2)短期濃度（1時間値）予測
	　大気安定度不安定時の予測結果及びダウンウォッシュ発生時の予測結果はいずれの項目についても環境基準等を下回ることから、生活環境保全上の目標を達成できる。
	・排ガスの計画諸元を常時満足させるため、ごみ質の安定(ピット内の撹拌を十分に行い、ごみ質の均一化を図る)、ごみ量の適正供給(炉内温度、CO濃度等の変動に対応し、ごみの供給量の適正化を図る)といった方策により、炉内の完全燃焼化を図る。
	・工事用車両等は指定された走行ルートを遵守させるとともに、走行時は規制速度を遵守するよう徹底する。
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	・廃棄物運搬車両等は指定された走行ルートを遵守させるとともに、走行時は規制速度を遵守するよう徹底する。
	尼寺関屋線
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	・工事用車両等は指定された走行ルートを遵守させるとともに、走行時は規制速度を遵守するよう徹底する。
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	・廃棄物運搬車両等は指定された走行ルートを遵守させるとともに、走行時は規制速度を遵守するよう徹底する。
	施設の設置に関する計画に反映する内容
	対象とする設備等
	周辺地域との調和に留意し、煙突及び工場棟の形状・色彩等を検討する。
	必要に応じ、敷地境界周辺に樹木等の植栽等を検討する。
	施設の稼働に伴う騒音を防止するため、熱回収施設の煙道や破砕処理施設の排風機に消音機を取り付けるなど、適切な措置を講じる。
	プラットホームの車両出入口には自動ドアを設置し、車両の出入り以外は外部と遮断する。
	自動ドアにはエアーカーテンを設置し、自動ドアと連動した自動運転とすることにより、自動ドア開閉時においても、臭気を外部に漏洩させないようにする。
	ごみピット上部には、燃焼用空気吸引口を設け、炉内空気として利用することで、燃焼脱臭を行う。
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	対象とする工程等
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